
厚生労働省所定フォーマットの記載例

交付年月日

当証明書の発行日

採取検体 
                              

 採取検体はリスト内の
いずれか一つをチェック

他の採取検体は認められません
 

検体採取日時  
　　　　　　       

出発予定時刻前の
72時間以内に検査を受ける必要がある

(例) 5/29 13時30分発 フランクフルト- 羽田便の
場合は、5/26 13時30分

(ドイツ時間)以降に検査を受ける必要あり

検査法 
    

検査法はリスト内の８種のみ
他の検査法は認められません

いずれか一つをチェック

人定情報記入欄 
 　　　

　パスポート番号、国籍等、検査機関の
記載漏れがある項目は、
旅客自身の直筆でも可　
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結果

陰性であること

結果判明日
            　                   
　　　　検査結果が判明した日
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①～⑧全てに検査機関での記載が必要です。記載漏れがありますと航空機にご搭乗
いただけません。証明書を受け取りましたらその場で記載漏れ、記載ミスがないか
確認し、必要に応じ再発行を依頼してください。
二重線や修正液での訂正や鉛筆書きは不可です。

 検査機関情報 
　　　　　　       

　医療機関住所と医師の署名
又は、医療機関印影が必要
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